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学芸員資格取得のご案内

学習院大学で学芸員資格をとるには
キュレーターズコースへようこそ

皆さんはこの広報誌や、先輩の話な
どを参考にして、学習院大学史料館で
実習したいのか、それとも学外の館園で
実習したいのか、その場合どのような館
園で実習したいのか、などをよく考えて
おく必要があります。ただし、基本的には
前年度博物館実習を受け入れてくだ
さった館園以外で実習できる可能性は
少ないですし、たとえば美術館では美
術史専攻以外の学生はほとんど実習で
きないという現状もあります。また、実習
を受け入れてくださる館園には限りがあ
りますので、すべての方の希望を叶える

ことは困難で、希望通りにならない場合
が多々あります。その点はどうかご理解く
ださい。

なお、帰省先などで縁故等があり、館
園実習先を自分で探して依頼しようとす
る人は、心当たりの館と交渉をし始める
前に、必ず学芸員課程事務室に相談に
来てください。理想と現実を踏まえて、

「仮登録」をし、レポートを提出してくださ
い。そのレポートに基づき、委員の先生
方が皆さんの実習クラス、実習館園を決
定いたします。

博物館に関する科目および履修年次（参考：令和3年度）

生涯学習概論 ☆ 生涯学習概論 2 １～４

博物館概論 ☆ 博物館概論 2 ２～３

博物館経営論 ☆ 博物館経営論 2 ２～４

博物館資料論 ☆ 博物館資料論 2 ２～３

博物館資料保存論 ☆ 博物館資料保存論 2 ２～３

博物館展示論 ☆ 博物館展示論 2 ２～３

博物館情報・メディア論 ☆ 博物館情報・メディア論 2 ２～４

博物館教育論 ☆ 博物館教育論 2 ２～３

博物館実習 ☆ 博物館実習 3 4

文化史
 ☆ 文化史特殊講義 4 ２～４

 ☆ 資・史料整理法 4 ２～４

美術史  美術史講義 4 ２～４

考古学 ☆ 考古学 4 ２～４

民俗学 ☆ 民俗学特殊講義 4 ２～４

自然科学史 ☆ 自然科学史 4 ２～４

物理
  力学基礎１ 2 1

  電磁気学１ 2 1

  無機化学Ⅰ 2 1

化学
  無機化学Ⅱ 2 1

  有機化学概論Ⅰ 2 1

  有機化学概論Ⅱ 2 1

  生化学１ 2 1

生物学
  生化学２ 2 1

  動物科学 2 1

  植物科学 2 1

地学
  地学概論Ⅰ 2 ２～４

  地学概論Ⅱ 2 ２～４

必
修
科
目（
19
単
位
）

選
択
科
目（
最
低
２
系
列
以
上
に
わ
た
り
８
単
位
以
上
・
各
系
列
４
単
位
以
上
）

博物館法施行規則
による科目 本学の対応授業科目 単位 履修年次

学芸員資格取得までの手続きの流れ

2
3

4
年次

① ４月上旬　博物館に関する科目履修ガイダンス
② 「博物館に関する科目履修申込書」提出

博物館に関する科目履修費（￥10,000）納入
※科目履修登録は２年生以上しかできません。

③ G-Portで今年度履修する各科目を登録

履修に関する重要なお知らせは、北１号館西側掲示場の学芸員課程エリアに掲示されます。

年次

① G-Portで今年度履修する各科目を登録
※「博物館概論」「博物館資料論」「博物館資料保存論」「博物館展示論」「博物館教育論」取得
　（３年次終了までにこの５科目の単位を取得していないと４年生で実習は履修できません。）

② 11月上旬　第１回博物館実習履修ガイダンス
③ 12月初旬　博物館実習仮登録

「博物館実習履修申込書（仮登録）」「特別ガイダンスレポート」提出

年次

① ４月１日頃　博物館実習履修有資格者の発表（掲示）
「博物館実習」通年授業クラス分け発表

② ４月上旬　第２回博物館実習履修ガイダンス
③ 博物館実習履修申込「博物館実習履修申込書」提出

博物館実習履修費（￥5,000）納入
④ ４～６月　館園実習先が順次決定
⑤ ５月頃　館園実習事前ガイダンス
⑥ ５月～12月頃　学内外の各館園での館園実習
⑦ ３月10日頃　博物館学芸員資格取得者発表（掲示）
⑧ ３月20日　卒業式「博物館学芸員資格取得証明書」交付

令和5年度　博物館実習依頼館園
出光美術館、上野の森美術館、大原美術館、学習院大学史
料館、神奈川県立近代美術館、鎌倉国宝館、鎌倉市鏑木清
方記念美術館、川越市立博物館、九州国立博物館、江東区
芭蕉記念館、郡山市立美術館、国立映画アーカイブ、国立科
学博物館、五島美術館、さいたま市立博物館、進化生物学
研究所、新宿区立新宿歴史博物館、世田谷美術館、世田谷
文学館、たばこと塩の博物館、千葉市美術館、ちひろ美術
館・東京、東京国立博物館、東京都江戸東京博物館、東京
都葛西臨海水族園、東京都現代美術館、日本近代文学館、
平塚市美術館、福島県立美術館、府中市美術館、古川美術
館、前田育徳會尊経閣文庫、町田市立国際版画美術館、目
黒寄生虫館

卒業生の主な就職先

【国立】宮内庁三の丸尚蔵館　宮内庁書陵部　九州国立博物館　
京都国立博物館　国文学研究資料館　国立新美術館　国立西洋
美術館　国立歴史民俗博物館　東京国立近代美術館　東京国立
博物館　東京大学史料編纂所　東京文化財研究所　文化庁　など
【公立】愛知県芸術文化センター　愛知県陶磁資料館　愛知県総務
部文化振興局振興課　秋田県立博物館　安野光雅美術館　板橋区
立美術館　茨城県立近代美術館　井原市立田中美術館　入間市博
物館　いわき市勿来関文学歴史館　江戸川区教育委員会　江戸川
区郷土資料室　O美術館　大磯町郷土資料館　大分県立歴史博物
館　大阪府立弥生文化博物館　大阪市東洋陶磁美術館　大阪市立
美術館　神奈川県立神奈川近代文学館　神奈川県立近代美術館　
神奈川県立歴史博物館　金沢21世紀美術館　鹿沼市立川上澄生美
術館　鎌倉文学館　川越市立美術館　川崎市市民ミュージアム　キッ
ズプラザ大阪　熊谷市役所埋蔵文化財担当　群馬県立歴史博物館
江東区芭蕉記念館　神戸ゆかりの美術館　埼玉県立近代美術館　埼
玉県立文書館　佐賀県名護屋城博物館　寒川町立文書館　静岡県
立美術館　品川区立品川歴史館　島根県立美術館　白根記念渋谷
区郷土博物館・文学館　新宿区教育委員会　杉並区立郷土博物館　
世田谷美術館　高井鴻山記念館　高浜市やきものの里かわら美術
館　多摩六都科学館　千葉県文書館　千葉市美術館　秩父市役
所教育委員会　千代田区立日比谷図書文化館　土浦市立博物館　東
京都江戸東京博物館　東京都公文書館　東京都現代美術館　東京
都写真美術館　東京都美術館　東京都埋蔵文化財センター　戸田市
立郷土博物館　栃木県立博物館　富山県水墨美術館　豊田市美術
館　中野区立歴史民俗資料館　長野県信濃美術館・東山魁夷館　中
山道広重美術館　新潟県立近代美術館　新潟県立万代島美術館　
練馬区立美術館　芳賀町生涯学習課　馬頭町広重美術館　東村山
市教育委員会　彦根城博物館　平塚市美術館　広島市現代美術館　
深谷市教育委員会　福島県伊達市教育部　福井県立博物館　福井県
立美術館　藤沢市文書館　府中市郷土の森博物館　三鷹市美術ギャ
ラリー　村上水軍博物館　山口県立美術館　山口県立萩美術館　
大和市教育委員会　山梨県立美術館　山梨県立文学館　横須賀美術
館　横浜美術館　横浜市歴史博物館　和歌山市立博物館　など
【私立】出光美術館　上野の森美術館　永青文庫　MOA美術館　
岡田美術館　太田記念美術館　お札と切手の博物館　学習院大学
史料館　霞会館　鎌倉考古学研究所　鎌倉市芸術文化振興財団　
軽井沢アートミュージアム　軽井沢千住博美術館　河鍋暁斎記念美術
館　切手の博物館　ギャルリータイセイ　茶道美術館　サントリー美術
館　サンリツ服部美術館　渋沢史料館　しょうけい館　城西国際大
学水田美術館　承天閣美術館　女子美術大学美術資料館　昇仙
峡ロープウエイ七宝美術館　水府明徳会彰考館徳川博物館　静嘉
堂文庫美術館　泉屋博古館分館　浅草寺宝物館　センチュリー
ミュージアム　そごう美術館　東郷青児記念損保ジャパン日本興亜美
術館　竹久夢二美術館　竹久夢二伊香保記念館　逓信総合博物
館　東京藝術大学大学美術館　徳川記念財団　徳川美術館　徳
川黎明会　土佐山内家宝物館　難波田龍起・史男記念美術館　
ニューオータニ美術館　日本銀行金融研究所貨幣博物館　名古屋ボ
ストン美術館　箱根ガラスの森美術館　畠山記念館　原美術館　ハ
ラミュージアムアーク　平木浮冊絵美術館　物流博物館　筆の里工
房　ブリヂストン美術館　細見美術館　ポーラ文化研究所　前田育
徳會尊経閣文庫　松岡美術館　三井記念美術館　三菱史料館　
目黒雅叙園美術館　森美術館　弥生美術館　陽山美術館　流通
経済大学三宅雪嶺記念資料館　ルネ・ラリック美術館　など
【海外】上海博物館

学芸員課程について
将来、博物館で働くことをめざす学生は、学士の称号

を得て、必要な授業の単位を修得することで、博物館の
専門職である“学芸員”の資格を取得することができま
す。学習院大学で、その運営を担当するのは学芸員課
程委員会、窓口を担当するのは学内の博物館相当施設
である史料館内に設置された学芸員課程事務室です。

昭和56年に学習院大学で学芸員資格取得がスター
卜してから40年近くを経て、資格をとった学生の数は、
3600人を越えました。もちろんそのなかには、博物館
の現場へ旅立っていった卒業生たちが数多くいます。

各館で活躍中の学芸員を中心とする顔ぶれ豊かな
講師陣による授業。現場の大学博物館として年間数
十名にのぼる実習生を受け入れ、さらに日々現役の学
芸員たちが学生からの相談に応じる史料館のサポー
ト。平成24年度から名称やカリキュラムも新たになっ
た学芸員課程は、このような学内協力体制と、なによ
り実習を受け入れてくださる全国の博物館・美術館と
の関係を大切に継承しつつ、今後もさらに充実した授
業運営をめざします。

２年生で履修登録をし、その後３年生終了時までに、
最低でも「博物館概論」・「博物館資料論」・「博物館資
料保存論」・「博物館展示論」・「博物館教育論」の５科
目の単位を修得し、指定のガイダンスへの出席と所定の
手続きを済ませると、次年度４年生で「博物館実習」を履
修することが出来ます。

この科目は「学内実習」（通年週１回の授業）と、「館
園実習」がセットになった科目です。

通年週１回の「学内実習」のクラスは現在、美術系、

歴史系の2つに分かれ、15名以下の小人数クラス制
となります。ちなみに、令和５年度は７クラス開設され
ました。

「館園実習」は、学習院大学史料館または学外の博
物館・美術館・文学館などの現場で、１～２週間程度行
われます。

この「博物館実習」を履修し資格を取得するには、
以下の［学芸員資格取得までの手続きの流れ］に沿っ
て必要な手続きを踏みましょう。

「博物館実習」の
クラス分けは
委員会におまかせ

最短で２年でとることができますが、卒業に必要な単
位とは別なので、４年間かけて計画的に単位をとること
をおすすめします。必要な単位をとると、学部卒業と同
時に資格が取得できます。（大学院生・科目等履修生の
方は、単位が揃った時点で資格が取得できます）

また、科目をとり始める年には、必ず４月上旬に開催

される「博物館に関する科目履修ガイダンス」に出席し
て、所定の手続きをしないと履修が開始できません。ガ
イダンスや単位修得にかかわる事務室からのお知らせ
は、G-port上や学芸員課程事務室のHP、北１号館西
側掲示場の掲示板に掲示されます。

見逃さないように！

学芸員資格を
取得するためには

① 学士の称号を得ること
② 「博物館に関する科目」の必要な単位をとること

（文化史、美術史など９つの系列のうち、最低２系列にわたり８単位以上、各系列４単位以上）が必要です。 
※詳しくは、最新のシラバスや手引を確認してください

必修科目19単位すべて
選択科目８単位以上

☆は「博物館に関する科目」特設科目

新ミュージアムへの移転のお知らせ
　学習院大学史料館は令和 6 年（2024）
度に「霞会館記念学習院ミュージアム」と
して生まれ変わります。学芸員課程も、こ
のミュージアム内へ移転のため、下記の通
り閉室を予定しています。

　閉室期間：令和 5 年 8 月 1日～
 令和 7 年 3 月頃まで

　閉室中も史料館事務室・学芸員課程事
務室ともに職員は出勤しておりますが、電
話がつながりにくい場合があります。
　その間の学芸員課程に関するお問い合
わせ（履修相談・実習関連等）は、学芸員
課程事務室へ電話またはメール cur-off@
gakushuin.ac.jp でご連絡ください。

【霞会館記念学習院ミュージアム　完成予想図】


